
 

 

 

 

 

 

 

１．子どもの実態 

 本学年の児童数は、男子（1 組 20 人、2 組

20 人）女子（1 組 12 人、2 組 13 人）の 5 年

生です。2 クラスの学年であり、両クラスの体

育を私が受けもつことになった。 

 本学年は、他学年と比較して体を動かすこ

とが好きで、スーパードッジボールや鬼ごっ

こ、大繩跳び等、男女関係なく外で遊んでい

ることが多い。また、他学年と混じりながら、

外で遊ぶ姿も見られた。 

課題として、自己中心的な児童が多く、休

み時間では、ルールの食い違いによる揉め事

が起こることが多々あった。また、揉め事に

なると、相手が一方的に悪いと主張し、被害

者意識の強い児童が多くいた。 

 

２．気になる児童について 

 A は、3 年時から登校渋りの傾向があり、

教室の空間に馴染むことができず、別室で学

習を進めていた。気持ちが安定している時に

は、教室にあがったり、体育の授業に参加し

たりすることはできていた。 

 I は、運動全般が得意で、勝つことや 1 位に

なることにこだわる傾向があり、自分が納得

いかないとゲームを投げ出し、最悪の場合は、

学校から抜け出そうとすることもあった。 

 N は、無気力な児童であり、何事に対して

も、「めんどくさい」、「だるい」とマイナス発

言を醸し、自分から進んで授業に参加するこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

とが困難な児童であった。体育についても、 

苦手な領域（器械運動）については、体育館

の端に隠れて、自分から参加することができ

なかった。 

 

３．実践のねらいとねがい 

 私自身、小学校２年生から大学 4 年生まで

野球を経験しました。その経験を通して思う

ベースボールの醍醐味は、①「バットを思い

っきりフルスイングし、ボールを遠くにとば

す」②ビハインドの状態でも、長打を打つこ

とで一発逆転できること、の 2 点だと考える。

その為、児童にも、バットとボールをちょこ

んと当てるのではなく、思いっきりフルスイ

ングし、守備者を超えるような打球を打って

ほしいというねがいのもと、単元を作成しま

した。 

 また、学年の実態として団体種目の中での

ルールの食い違いによるトラブルが多々起こ

る為、今回のベースボール型授業実践を通し

て、チームで話し合いながら作戦を立て、実

際に取り組んでみたり、その場の状況に応じ

て作戦を変更したりする等、団体種目の楽し

さを感じてほしいと考えました。 

 

４．学習のねらいと目標 

〇安定したバッティングフォームで、ボール

を遠くにかっとばすことができる。 

とおくにとばすことは気持ちいい！ 

                   池田 優生（大阪支部 摂津市立味舌小学校） 



〇ボールを遠くにとばすことができるバッテ

ィングフォームのコツを考えることができ

る。 

〇全員がゲームを楽しめるように、みんなで

決めたルールとマナーを守り、積極的に活

動に参加することができる。 

 

５．実践の経過 

主なルール 

【かっとばし野球①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【かっとばし野球②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【かっとばし野球①②共通ルール】 

〇一人一回バッティングをし、チームのメン

バーが一巡したチームの合計点で競う。 

〇バットを投げてはいけない。（バットを赤コ

ーンの中に入れる。） 

〇バントは禁止。わざと弱く打つのもなし。 

〇空振りやファールは打ち直し。 

〇フライアウトなし。（キャッチャーへ返球。） 

〇前進守備は禁止。（守備ラインよりも後ろに

守るようにする。） 

〇バッターは、置きティーで打つか、トスで

打つかを選ぶことができる。置きティーの

高さ調整は打つ人が調整することができる。

トスの場合、同じチームの人が投げる。 

〇アウトゾーンを設置。（キャッチャーがアウ

トゾーンの中でキャッチもしくはボールを

とめたらアウトになる。） 

〇iPad を使用し、リプレー検証をする。（アウ

トかセーフかの判定が分かりづらい場合） 

 

【かっとばし野球①ルール】 

〇バッターはボールを打った後、バットを赤

コーンの中に入れて走り、一塁線にあるい

ずれかのマーカーを折り返し、ホームに戻

る。 

〇守備はボールを捕ったら、キャッチャーに

返球する。 

〇走っているバッターが帰ってくる方が早い

か、守備のキャッチャーへの返球が早いか

で判定する。 

〇ホームベースから各コーンまでの距離 

1 点コーン：５m  

2 点コーン：10m   

3 点コーン：15m  

4 点コーン：20m 
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【かっとばし野球②ルール】 

〇バッターはボールを打った後、1 塁ベース

に向かって走る。打球によっては、3 塁ベー

ス、ホームベースに走っていく。 

〇ランナーが１塁で止まる場合は、1 点。3 塁

で止まる場合は２点。ホームベースまで辿

り着いた場合は 3 点得点が入る。 

〇打ったランナーは、残塁しない。 

〇守備はボールを捕ったら、ランナーがいる

塁よりの先の塁に向かい、ランナーの進塁

を阻止する。 

〇ホームベースから各ベースまでの距離 

１塁ベース：10m。 

3 塁ベース:15m。 

 

指導計画 

時 内容 

１ ・オリエンテーション 

・グループ発表 

・バッティングの練習方法の 

 説明 

・どうすればボールを遠くにとば 

 せるのかを考えながら、バッティ

ングをする。 

２ 

・ 

３ 

・前回考えた、ボールを遠くにとば

すことができるバッティングフ

ォームを共有する。 

・バッティング練習 

４ 

・ 

５ 

・ 

６ 

・バッティングフォームのコツを

確認。 

・バッティング練習 

・かっとばし野球①のルール説明 

・かっとばし野球① 

・振り返り 

７ 

・ 

８ 

・ 

９ 

・トスバッティングの練習 

・かっとばし野球②のルール説明 

・５対５のかっとばし野球② 

・振り返り 

※新型コロナウィルスの影響もあり、かっと

ばし野球②ができなかった。（6 時で簡単な

ルール説明のみ実施した。） 

 

６．授業のながれ 

1 次 1 時間目 

【バッティング練習の様子】 

 ソフトボールを習っている児童が学年で一

人のみで、ほとんどの児童がベースボール未

経験の状態であった。その為、1 時間目では、

置きティー（スタンドの上にある固定された

ボールを打つ）でバッティング練習をした。 

「①はい②どー③ぞ！」の声に合わせてバ

ッティングをさせた。①では、バットとボー

ルを合わせる、②では、バットを後ろに引く、

③では、思いっきりフルスイングをすると児

童に指導をした。私自身、フルスイングをす

ることを児童に強調した為、フルスイングを

する児童がほとんどであったが、なかなかバ

ットとボールが当たらず、空振りもしくはバ

ーにバットを当てる児童が多かった。また、

気になる点として、バットの握り方を間違っ

ている児童が学級の 3 割程度いた。 

 授業を早めにきりあげて、数名の児童（バ

ッティングの上手な児童）を呼んでトスバッ

ティング（下投げで投げたボールを打つ）を

させたが、そもそも投げる側がバッターの打

ちやすいところに投げることが難しく、打て

る状況ではなかった。トスバッティングをす

る場合は、トスを投げる人を固定化且つ下投



げの指導を入れる必要性を感じた。 

2 次 ２・３時間目 

【バッティング練習の様子】 

新型コロナウィルスの影響もあり、授業時

数を確保することが困難であった為、給食を

早く食べ終えた数分を使って、バッティング

動画を見せていた。バッティングの上手な児

童の動画を見せると、ただフルスイングして

いるだけでなく、①バットとボールをよく見

ている②体をねじるぐらいフルスイングでき

ている③ボールをすくいあげている④ボール

の下部分にバットを当てていると児童から声

が出た。 

 動画を見せたこともあり、2 時間目の練習

から、どうすればボールを上に上げる（フラ

イ）打球を打つことができるか、つよい打球

を打つことができるか考えながら打つ児童が

増えた。 

 

３次 ４・５・６時間目 

【かっとばし野球の様子】 

 バッティング練習の成果を生かす場となる

為、チーム内では非常に盛り上がりのあるゲ

ームとなった。チームが負けていたとしても、

「次の回逆転しよう！」、「チームであと 5 点

取れば逆転できるよ！」等ポジティブな声掛

けがでていた。 

 その反面、「キャッチャーの重要性」を児童

は感じておらず、チームの中でも比較的ボー

ルをキャッチすることが苦手な児童をキャッ

チャーとしてポジショニングしていることが

多かった。キャッチャーの重要性を理解して

いれば、得点を抑えられるというチームの考

えはなかった。 

【成果と課題】 

＜成果＞ 

○「活動が楽しい」 

・バットを思いっきり振り、ボールをかっと

ばすことはとても爽快であった。普段、活

動に消極的な児童（N）でも、積極的に参加

することができた。 

○「授業マネジメントがし易い」 

・１人ずつ順番にバッティングをするため、

ルールを明確に決められ、活動の観察もし

易い。 

・ポイントを打つことにより、体育担当児童

にラインを事前に引かせるなど、準備につ

いても児童に任せることができた。 

○「放課後の遊びに」 

・男女関係なく、放課後に学校近くの公園で

かっとばし野球をする児童がいた。 

＜課題＞ 

〇「攻撃有利のゲーム展開」 

・ボールを遠くにとばせばとばすほど、キャ

ッチャーへ返球する距離が長くなり、キャ

ッチャーゾーンの中にコントロールして返

球することが難しかった。また、児童の中

で中継プレーを通してキャッチャーへ返球

するような考えまでは至らなかった。 

〇「児童の実態によって、ルールを変更」 

・攻撃側有利のゲーム展開になった為、マー

カーコーンの距離を長くしたり、キャッチ

ャーゾーンを広くしたりする等、臨機応変

にルール変更をすべきだった。 

→時数を増やし、児童からそのようなルール

変更の案が出ると非常に面白い授業になっ

たと考える。 

〇「リプレー検証に時間がかかる」 

・活動を楽しめることができていたので、リ

プレーの時間が勿体なく感じた。 


